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報告日：令和８年６月  日 
名  称 令和８年度 前日光つつじの湯交流館運営委員会 
日  時 令和８年６月１８日（木） １５時００分～１６時００分 
場  所 粟野コミュニティセンター （鹿沼市口粟野１７８０） 
出 席 者 【前日光つつじの湯交流館運営委員】（敬称略） 

  福田副市長、大谷順一（入粟野自治会）、荒井顕義（県西健康福祉センター所長補

佐兼生活衛生課長）、横尾武男（産業建設常任委員長）、小泉経済部長 
【鹿沼市事務局】湯澤館長、木村観光交流課長、岡村係長、関澤主事 

内容及び 
結 果 等 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

１.開会 

 福田委員長挨拶 

・平成１８年の粟野町合併から２０年。 

当時はつつじの湯を観光の起爆剤として捉えていた。 

平成１９年には自分も当時の商工観光課長となり、つつじの湯館長も兼任だった。 

所管施設も増えていった中で、つつじの湯は施設職員、飲食、ふるさと産品販売

とオール粟野で特に思い出深い。 

・課長として２年、経済部長として５年、副市長として８年、計１５年運営委員会

に参加している。 

施設は老朽化もあり、一昨年は空調、昨年はボイラー設備の工事で長期休館した。 

鹿沼市はニューサンピアが（もうなくなってしまったが)あり、スノーピークもで

きたが、鹿沼の日帰り温泉のシンボルといえばつつじの湯。 

・本日の委員会では令和７年度事業報告、令和８年度事業計画ということで、委員

の皆様からも先を見据えたご意見をいただきたい。 

 

 

２.報告・協議 

（１）令和 7 年度運営状況ついて（報告） 

（２）利用者数・年度別収支状況について （報告） 

   →事務局より説明 

●食事処について 

横尾委員)食事処を選定したのはどんな経緯で、どんな理由が決め手か。 

事務局 )令和７年６月に前食事処のやしお庵が撤退し、新たな食事処を探していた。 

     トライアルサウンディング制度によって試験的に使用料無償の条件で公募

を行い、結果的に４社の公募から株式会社ＣＡＮＯＷを選定した。 

     株式会社ＣＡＮＯＷは小山市の事業者で、キッチンカーの手配、唐揚げがメ

インの飲食店を経営。 

     食事処の空白期間中に募集していたキッチンカー事業者のひとつだったが、

トライアルサウンディングにも応募いただき、事業実績から選定となった。 

横尾委員)食事処の営業時間はどうか。 

事務局 )１１時から１６時で営業いただいている。 

横尾委員)以前のつつじの湯の食事処(やしお庵)はそば限定で、長くやってきたところ

が続けられなくなってしまったことは残念に思う。 

今回の食事処には長く続けていただけるようにしてもらいたい。(裏へ続く) 
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横尾委員)メニューは地元のものを使用しているのか。 

事務局 )そばは製麺されたものを使っており、地元のものを手打ちしてはいない。 

横尾委員)お客さんからの評判はどうか。 

事務局 )以前のやしお庵が大変好評だったこともあり、その期待で来られた方から変

化に驚いたとの声をいただくことはある。 

それとは別につつじ庵としての好評の声もいただいている。 

横尾委員)正直なところ食事処が変わったことは知られていないと思う。 

福田委員)つつじの湯にあった粟野色のある事業がＰＲ出来ていくといい。 

 

（３)令和８年度運営計画について 

   →事務局より説明、資料外としてつつじの湯職員によるＳＮＳ発信を報告。 

福田委員)キャンプ＋の話があったが、鹿沼市はここ毎年、宿泊者数が約２万人ずつ増

えているような状況。絡めたＰＲも効果的だと思う。 

 

（４)今後の運営方針について 

   →事務局より説明 

横尾委員)利用料金はどうか？ 

事務局 )一般で６００円。障がい者、小学生、７０歳以上の高齢者の方は３００円。 

横尾委員)宇都宮、栃木など近隣の温泉施設はどこも１０００円程度で、かといって値

段から利用者が少ないということもない。 

     簡単に値上げはできないが、ひとつの手段として考える必要はある。 

     またスノーピークと併せて、温泉の効能が良いものなのは間違いない。 

     効能と安さをＰＲしていくのも効果的なのでは。 

福田委員)新しい食事処についてもＰＲしていきたい。 

     食事処に夜の営業(夕食)を提案してみてはどうか。 

     １６時で閉まってしまうというのは早い。 

横尾委員)温泉が１８時で閉まってしまうのも早いのでは。 

     かつては１９時、２０時と営業していたころもあった。 

福田委員)隣接するザランタン鹿沼の利用者は夜間の利用希望も多いのでは。 

     現状の連携はどういったものがあるか。 

事務局 )ザランタン鹿沼はつつじの湯の入浴が１回分ついている温泉付き宿泊プラ

ンを実施。 

本来入浴の受付は１７時までだが、それを過ぎてしまっても可能な範囲で対

応することにしている。 

大谷委員)ザランタン鹿沼にも自販機業者として関わっているが、開業当初に比べると

利用者が減ってきている。 

    熊など環境の問題もあり、不安を払拭できるかはつつじの湯と共通の課題。 

    ザランタン鹿沼チェックイン時間の１３時から１６時ころが利用者もピー

クになるタイミングかと思うが、その後食事ができないというのは惜しい。 

福田委員)営業時間も長く食事処を続けていくためのことだとは思うが、相互連携とし

て曜日を定めて夜営業してみるなど検討いただきたい。 

長期的というよりは現状の課題として捉えるべきもの。 
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（５)食事処の運営について 

   →事務局より説明 

・運営にかかわっていくことに各委員から意見なし。 

 次回委員会から酒井氏を委員として招集する。 

大谷委員)地元の方を雇うのが本来のあり方だと思うが、以前のやしお庵の時も募集し

ても集まらなかった。市外の事業者となるとなおさら。 

福田委員)イベントの提案という話も、地元の方を巻き込む形で行えるとよい。 

横尾委員)利用する方が何度も来てくれるような営業を期待する。 

 

（６)その他 

荒井委員)ＰＲの話があったが、食事処も温泉も検査はしっかりやってくれている。 

     安全だということはしっかりＰＲしていただけるといい。 

     県庁にも県内施設を気にかけている人は多く、ＰＲしてくれると効果的。 

小泉委員)つつじの湯で美味しいものが食べられる、というＰＲは人目を引くと思う。 

つつじの湯だけ、食事処だけ、ではなく一緒に案を出していけるといい。 

      

 

３. 閉  会 

 

 

  

配布資料 別紙 
次回予定 令和９年度開催予定 
記 録 者 関澤 

鹿沼市審議会等の会議の公開に関する要綱第 2 条に基づく審議会等の公開状況 
（該当する審議会等以外の会議・打合せ等については記入不要） 

公開・非公開の別 公 開 ・ 非公開 （公開の場合）傍聴人数 0 人  


